
● 年末年始無災害運動
● 第 81 回全国産業安全衛生大会開催
● 中部支部通信（ウォークラリー大会）
● 沖縄労働局から

①令和 3 年の沖縄県における業務上疾病の発生状況
②働くを守る。暮らしを守る。労働保険
③令和 4 年労働災害・死亡災害発生状況（10 月末現在）

● 外国人在留支援センター（FRESC）安全衛生班
● 講習会のご案内（令和 5 年 1 月分）
● 令和 5 年度講習「受講予約受付開始日」について
● 新規加入事業場のご紹介（令和 4 年 10 月 16 日～ 11 月 15 日）

主
な
内
容

ハナゴンベ
サンゴ礁の岩穴周辺に生息する体長１０ｃｍほどの綺麗な
魚である。水深１０ｍから２０ｍくらいで見られることが多
い。近づくと岩穴に隠れるので近寄るのが難しい。

（撮影地 恩納村 真栄田岬、撮影者・写真提供者：松野　
豊氏）
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「年末年始無災害運動」関連　図書・用品の販売のお知らせ

那 覇 支 部
中 部 支 部
北 部 支 部
宮 古 支 部
八重山支部

℡：(098)868-2831
℡：(098)937-0162
℡：(0980)54-4700
℡：(0980)73-1455
℡：(0980)88-5355

Fax：(098)869-1714
Fax：(098)937-0163
Fax：(0980)52-7004
Fax：(0980)73-6511
Fax：(0980)88-5360

沖縄県労働基準協会で販売を行っております。
お問い合わせ、ご注文は各支部までお願いします。
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第 81回全国産業安全衛生大会が、10月19日（水）から21日（金）の期間、福岡市において「大宰府の地　皆で学ん
で高めよう　安全・健康の知恵」を大会テーマに開催され、全国から約 7,800人が参加しました。沖縄県労働基準協
会では、ＪＴＢ沖縄の協力でツアーを3年ぶりに企画し、42 名の会員事業場の方が参加しました。
初日の総合集会（会場：マリンメッセ福岡Ｂ館）では、開会式
の後安全衛生功労者の表彰も行われ、沖縄県からは金城稔中
部支部長（光電気工事株式会社　代表取締役会長）が「緑十字
賞」を受賞されました。その後、大会宣言が採択され、福岡の地
で開催される本大会において、労働災害による犠牲者をこれ以
上出さないという決意を新たにするとともに、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止と社会経済活動の両立に、関係者が一丸となって
取り組むことを誓いました。
特別講演では、生物学者　青山学院大学教授の福岡　伸一氏が「生
命を捉えなおす～動的平衡の視点から～」と題して、古い友人に再会す
るとき、「お変わりありませんね」などと挨拶を交わすが、半年、あるいは
一年ほど会わずにいれば、分子レベルではすっかり入れ替わっていて、
お変わりありまくり、そんな生命の不思議を分かりやすく、面白いエピ
ソードを交えてお話しいただきました。

大会2日目と3日目は、分科会（会場：福岡国際会議場、マリンメッセ福
岡Ａ館）となり、各分科会「製造業安全対策官民協議会特別セッション」、
「マネジメントシステム・リスクアセスメント」、「安全管理活動」、「機械・設
備等の安全」、「安全衛生教育」、「ゼロ災運動」、「労働衛生管理活動」、「メン
タルヘルス・健康づくり・健康経営」、「ＤＸ等」、「交通安全、防災・危機管

理」、「海外安全衛生、ダイバーシティ、第三次産業」及び「化学物質管理活動」において、全国の事業場からの研究発表
をはじめ、最新の安全衛生の課題に対応した講演、パネルディスカッション等が開催され、大会参加者は自社の安全衛
生活動の参考となる分科会に参加していました。
また、「緑十字展 2022～働く人の安心づくりフェア～」も同時開催さ
れ、190 社・団体が出展する安全衛生保護具・機器等の総合展示会と
なっており、参加者は最新の安全衛生保護具・機器等を見て説明を受
けていました。
当協会企画のツアーは、初日の夜、宿泊ホテルにおいてマスク会食での懇親会を開催しました。懇親会は、宮良八重
山支部長のハプニング挨拶と乾杯で始まり、「緑十字賞」を受賞された金城中部支部長の受賞お祝いと翌日が還暦の
誕生日となる古波津会長のサプライズ還暦お祝いも行って盛り上がり、会員間の交流や親睦を深めました。2日目の夜
は、各々、福岡のおいしい食べ物、美酒、繁華街を堪能しました。

～福岡での開催に沖縄県からもツアーで参加～
全国産業安全衛生大会開催！第81回 第81回 

緑十字賞受賞の金城支部長

総合集会全景

分科会会場マリンメッセ福岡Ｂ館

緑十字展

参加者全員で記念写真古波津会長還暦祝い懇親会の様子
受賞挨拶をする
金城支部長

開会式
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中部支部
通信

中部支部では、11月4日（金）に（一社）日本健康倶楽部沖縄支部の協力のもと沖縄県総合運動公園にて、“健康づく
りのための”ウォークラリー大会を開催しました。
この大会は、県内の定期健康診断結果の有所見率が11年連続全国最下位であり、さらに中部管内での有所見率がワー
スト1であることから、会員事業場の皆様の健康づくりのきっかけとなってもらえるよう毎年開催しており、今年は中部地
区会員事業場から24名が参加しました。
当日は天候にも恵まれ、心地よい秋晴れの中、１チーム６名の４チームが、緑豊かな公園内を異業種間でコミュニケー
ションを取り親睦を深めながら約１時間かけて各チェックポイントを経由してゴール
しました。ゴール後は、各チームでチェックポイントにおける観察力・記憶力の課題や
小石100ｇを集める課題等に取り組んでいただき、採点後に成績発表が行われ優勝
チームには賞品が授与されました。また、中部地区の会員事業場様より多くの景品の
提供もありましたので、抽選を行い参加者全員へ景品が手渡されました。

 3 泊 4日のコース参加者は、10月21日（金）午後からは、観光バスにて福岡県糸
島市にある「（公財）水素エネルギー製品研究試験センター」を視察しました。同セ
ンターは、二酸化炭素を排出しないクリーンなエネルギーである水素エネルギー新
産業への参入を支援するため、水素関連製品（素材・部品等）の研究試験を行って
おり、地球温暖化対策にもなる水素エネルギーの時代が近づいていることを実感
しました。
ツアー 3 泊目は、日本三大美肌の湯と言われ

ている佐賀嬉野温泉に泊まり、温泉、食事、美酒、カラオケ、旅館のおもてなしを
堪能しました。
4日目は、佐賀県多久市で、「進行する過疎化　拡大する地域
間格差」の課題に直面した多久市が取り組んでいる「ドローン×
まちづくり」等の説明を受けました。多久市は、ドローンを活用し
て「そらのまちおこし」としてドローン配送の「空の道」を実現さ
せ、「空のシェアリングエコノミー（空の道構想）」を進めており、テ
レビ番組「ガイアの夜明け」や「がっちりマンデー」で全国放送さ
れ注目を集めています。説明を受けた後は、ドローンの操縦体験
も行い、参加者はドローンの平和的な可能性を実感していました。
次回の第 82回全国産業安全衛生大会は、令和5年 9月27～
29 日の日程で 愛知県名古屋市での開催を予定しております。分科会は、自社の安全衛生活動の参考にもなります
ので、多数の皆様のツアー御参加をお待ちしております。　

“健康づくりのための”ウォークラリー大会を開催！

水素エネルギー製品研究試験センター視察

夕食＆美酒＆カラオケ

ドローン操縦体験
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１ 業務上疾病の発生状況
（１）令和３年の業務上疾病者数は、前年（219人）を254人
上回る473人と大幅に増加した（前年比116％増）。[参考：
全国で前年比87％増] 

（２）上記（１）のうち、最多の「新型コロナウイルス感染症」
は、前年（95人）を234人上回る329人と大幅に増加した
（前年比246％増）。業種別の内訳は、保健衛生業が63％
を占めた。

（３）上記（１）のうち、次に多い「災害性腰痛」は、前年（80
人）を14人上回る94人と増加した（前年比18％増）。業種
別の内訳は、保健衛生業が36％、商業・金融・広告業が
23％を占めた。

２ 沖縄労働局における主な取組み
（１）職場における新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図
るため、取組みの５つのポイント（参考資料①）により職
場点検を促す。

（２）腰痛の予防を図るため、安全衛生教育の実施及び身体
的負担の軽減に向け、リーフレット「スベっちゃダメよ！転倒予防　ムチャしちゃダメよ！腰痛予防」（参考資料
③）や腰痛予防アドバイザー事業（参考資料④）の活用を周知する。

添付資料及び詳細については、沖縄労働局のホームページをご参照ください。
なお、担当部署は、沖縄労働局　労働基準部　健康安全課（電話番号 098-868-4402）です。

令和3年の沖縄県における業務上疾病の発生状況
～「新型コロナウイルス感染症」の大幅な増加により業務上疾病者数が前年比116％増加～

令和4年10月28日沖縄労働局発表

異常温度条件による疾病

(※1) 　「負傷に起因する疾病」には、「災害性腰痛」、「業務上の皮膚等の負傷による破傷風等の細菌感染症」などが含まれる。
(※2) 　「物理的因子による疾病」には、「異常温度条件による疾病（熱中症等）」などが含まれる。
(※3) 　「作業態様に起因する疾病」には、「負傷によらない業務上の腰痛」、「重激業務による運動器疾患等」、「手指前腕の障害及び頸肩腕症候群」などが含まれる。
(※4) 　「その他」には、主なものとして、「病原体による疾病」、「過重な業務による脳血管疾患・心臓疾患等」、「その他業務によることが明らかな疾病」などが含まれる。
　　　　　＊令和２年の「その他」100人のうちの95人、令和３年の「その他」340人のうちの329人は新型コロナウイルス感染症である。
(※5)   「災害性腰痛」とは業務中に重い物を持ち上げる等の動作の反動などで発生する（悪化する）腰痛。

（資料出所） 沖縄労働局 「業務上疾病調」
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図１－１ 県内における業務上疾病発生状況の推移（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症含む〕）

図１－１県内における業務上疾病発生状況の推移
（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症含む〕）

(※1) 　「負傷に起因する疾病」には、「災害性腰痛」、「業務上の皮膚等の負傷による破傷風等の細菌感染症」などが含まれる。
(※2) 　「物理的因子による疾病」には、「異常温度条件による疾病（熱中症等）」などが含まれる。
(※3) 　「作業態様に起因する疾病」には、「負傷によらない業務上の腰痛」、「重激業務による運動器疾患等」、「手指前腕の障害及び頸肩腕症候群」などが含まれる。
(※4) 　「その他」には、主なものとして、「病原体による疾病」、「過重な業務による脳血管疾患・心臓疾患等」、「その他業務によることが明らかな疾病」などが含まれる。
(※5)   「災害性腰痛」とは業務中に重い物を持ち上げる等の動作の反動などで発生する（悪化する）腰痛。
　

（資料出所） 沖縄労働局 「業務上疾病調」
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図１－２ 県内における業務上疾病発生状況の推移（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症除く〕）

図１－１県内における業務上疾病発生状況の推移
（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症含む〕）
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年・署別・局計等
業　　種

令和4年(10月末累計) 令和3年(10月末累計) 局計対令和3年比較

製 造 業

食 料 品 製 造 業

鉱 業
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全 産 業

沖縄労働局
令和4年 業種別署別労働災害発生状況（10月末累計）

（注）1.　労働者死傷病報告により作成したもの。
2.　被災者数の枠の左側（  ）は死亡者数で内数。
3.　｢▽｣は減少を示す。

沖縄労働局令和4年死亡災害発生状況（10月末現在）
（規模別）

1 那　覇 その他の乗物 その他の事業 ３月中旬 60歳台以上 10～29 乗務していた飛行機が墜落したもの。交通事故（その他）
※労働者死傷病報告による。統計情報は今後の調査により修正される場合があります。

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢 労働者数 発生状況

 4. 　交通運輸事業は、鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業を示す。
 5.　 陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業、その他の運輸交通業及び港湾荷役業を除く貨物取扱業を示す。
 6. 　その他の業種は、金融広告業、映画・演劇業、通信業、教育研究、清掃・と畜（ﾋﾞﾙﾒﾝ除く）、官公署、その他の事業を示す。

増減数（人） 増減率（％）那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計 那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計

１ 業務上疾病の発生状況
（１）令和３年の業務上疾病者数は、前年（219人）を254人
上回る473人と大幅に増加した（前年比116％増）。[参考：
全国で前年比87％増] 

（２）上記（１）のうち、最多の「新型コロナウイルス感染症」
は、前年（95人）を234人上回る329人と大幅に増加した
（前年比246％増）。業種別の内訳は、保健衛生業が63％
を占めた。

（３）上記（１）のうち、次に多い「災害性腰痛」は、前年（80
人）を14人上回る94人と増加した（前年比18％増）。業種
別の内訳は、保健衛生業が36％、商業・金融・広告業が
23％を占めた。

２ 沖縄労働局における主な取組み
（１）職場における新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図
るため、取組みの５つのポイント（参考資料①）により職
場点検を促す。

（２）腰痛の予防を図るため、安全衛生教育の実施及び身体
的負担の軽減に向け、リーフレット「スベっちゃダメよ！転倒予防　ムチャしちゃダメよ！腰痛予防」（参考資料
③）や腰痛予防アドバイザー事業（参考資料④）の活用を周知する。

添付資料及び詳細については、沖縄労働局のホームページをご参照ください。
なお、担当部署は、沖縄労働局　労働基準部　健康安全課（電話番号 098-868-4402）です。

令和3年の沖縄県における業務上疾病の発生状況
～「新型コロナウイルス感染症」の大幅な増加により業務上疾病者数が前年比116％増加～

令和4年10月28日沖縄労働局発表

異常温度条件による疾病

(※1) 　「負傷に起因する疾病」には、「災害性腰痛」、「業務上の皮膚等の負傷による破傷風等の細菌感染症」などが含まれる。
(※2) 　「物理的因子による疾病」には、「異常温度条件による疾病（熱中症等）」などが含まれる。
(※3) 　「作業態様に起因する疾病」には、「負傷によらない業務上の腰痛」、「重激業務による運動器疾患等」、「手指前腕の障害及び頸肩腕症候群」などが含まれる。
(※4) 　「その他」には、主なものとして、「病原体による疾病」、「過重な業務による脳血管疾患・心臓疾患等」、「その他業務によることが明らかな疾病」などが含まれる。
　　　　　＊令和２年の「その他」100人のうちの95人、令和３年の「その他」340人のうちの329人は新型コロナウイルス感染症である。
(※5)   「災害性腰痛」とは業務中に重い物を持ち上げる等の動作の反動などで発生する（悪化する）腰痛。

（資料出所） 沖縄労働局 「業務上疾病調」
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図１－１ 県内における業務上疾病発生状況の推移（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症含む〕）

図１－１県内における業務上疾病発生状況の推移
（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症含む〕）

(※1) 　「負傷に起因する疾病」には、「災害性腰痛」、「業務上の皮膚等の負傷による破傷風等の細菌感染症」などが含まれる。
(※2) 　「物理的因子による疾病」には、「異常温度条件による疾病（熱中症等）」などが含まれる。
(※3) 　「作業態様に起因する疾病」には、「負傷によらない業務上の腰痛」、「重激業務による運動器疾患等」、「手指前腕の障害及び頸肩腕症候群」などが含まれる。
(※4) 　「その他」には、主なものとして、「病原体による疾病」、「過重な業務による脳血管疾患・心臓疾患等」、「その他業務によることが明らかな疾病」などが含まれる。
(※5)   「災害性腰痛」とは業務中に重い物を持ち上げる等の動作の反動などで発生する（悪化する）腰痛。
　

（資料出所） 沖縄労働局 「業務上疾病調」
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図１－２ 県内における業務上疾病発生状況の推移（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症除く〕）

図１－１県内における業務上疾病発生状況の推移
（平成24年～令和３年〔疾病別：新型コロナウイルス感染症含む〕）

（7）昭和 48 年 10 月 6 日 第三種郵便物承認（毎月 1 回 1 日発行） 2022 年 12 月 1 日 発行



めんそ～れ
沖縄県

労働基準協会へ

項　目 講習名 実施日・実施会場 受講料等（テキスト代他全て込み）

事 業 部
（ 教 習 セ ン タ ー）
（098）979-7897

979-9975

那　 覇　 支　 部
（098）868-2831

869-1714

中　 部　 支　 部
（098）937-0162

937-0163

フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育

1/10（火）
 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）

会　員　　　9,090 円
非会員　　 12,390 円

低圧電気取扱者特別教育 1/11（水）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　　　8,870 円
非会員　　 11,070 円

はい作業主任者技能講習
（臨時）

1/11（水）～12（木）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 14,095 円

高圧・特別高圧電気取扱者
特別教育

1/12（木）～13（金）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　　12,830 円
非会員　　16,130 円

フォークリフト運転技能講習
1/16（月）～20（金）　

 沖縄建設労働者研修福祉センター3 階（浦添市牧港）
 教習センター（うるま市州崎）

47,150 円

有機溶剤作業主任者技能講習 1/17（火）～18（水）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 13,380 円

ガス溶接技能講習
1/19（木）～21（土）

 沖縄建設労働者研修福祉センター3 階（浦添市牧港）
 那覇工業高校 機械科溶接実習室（浦添市）

12,280 円

小型移動式クレーン運転
技能講習

 1/23（月）～24（火）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

 A班1/25（水）、B班26（木）、Ｃ班27（金）
教習センター（うるま市州崎）

二科目免除　24,105 円
一科目免除　26,305 円

免除無　28,505 円

第一種衛生管理者免許試験　
準備講習

1/25（水）～27（金）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　　 20,020 円
非会員　　 26,620 円

フォークリフト運転
技能講習

1/30（月）～2/3（金）　
 沖縄建設労働者研修福祉センター3 階（浦添市牧港）
 教習センター（うるま市州崎）

47,150 円

石綿作業主任者技能講習 1/31（火）～2/1（水）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 13,380 円

北 部 支 部
（0980）54-4700

52-7004
フォークリフト運転　技能講習

1/23（月）～27（金）　
 北部会館３階（名護市宇茂佐の森）　
 ネオパークオキナワ駐車場（名護市名護）

47,150 円

宮 古 支 部
（0980）73-1455

73-6511
フォークリフト運転　技能講習

1/16（月）～20（金）
 宮古建設会館
 先嶋建設（株）多目的広場

47,150 円

八 重 山 支 部
（0980）88-5355

88-5360
フォークリフト運転　技能講習

1/17（火）～20（金）
 ㈱紫電舎（2階会議室）
 石垣港南ぬ浜町ふ頭用地

47,150 円

　各講習の日程表・受講申請書が必要な方・定員の確認は、各支部へお問い合わせください。
　・受講予約者が定員に達している場合には、キャンセル待ちとなりますので、ご了承ください。

令和5年度講習『受講予約受付開始日』について
「令和 5年度　技能講習・その他安全衛生教育等実施計画表」につきましては、12月開催予定の理事会の承認後、協会ホームページにおいて
12月 15日（木）より公開することとしておりますが、受講予約受付開始日については、以下のとおりとさせていただきます。

上半期（４月～９月）
下半期（10月～３月）

講習：令和 5年 1月 16日（月）13：00～
講習：令和 5年 1月 30日（月）13：00～

どうぞご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

①令和 4年度におけるキャンセル待ちについては、令和 4年度の講習に対してのみ有効です。令和 5年度の講習については、新たに受講申込をお願いします。
②受講を希望される際は、まずお電話にて各支部にお問い合わせください。
③受講申込及びキャンセル待ちについては、講習 1回において原則 1事業場 10名までとさせていただきます。

注意
事項

発行所／ 一般社団法人 沖縄県労働基準協会
　　　　 〒900-0001 那覇市港町 2-5-23　TEL：098-868-2826　FAX：098-869-1714
発行人／ 会長  古波津 昇　定価／ 1 部 50 円（会員の購読料は会費の中に含む）

沖縄県労働基準協会だより

講習会のご案内講習会のご案内（令和 5 年 1 月分）（令和 5 年 1 月分）
各講習の日程表など詳細については、当協会ホームページにも掲載しております。

二次元バーコードからも
ご確認頂けます。

新規加入事業場のご紹介  （10月16日～11月15日）
協会支部名 事業場名 所　在　地

那 覇 支 部 株式会社吉田建材 糸満市西崎町 5-14-2

中 部 支 部
仲座鉄筋工業 中城村字和宇慶 782-9
大工業 うるま市字宮里 641-1　
島袋内装 うるま市喜仲1-3-11-203　

※次の理事会にて承認予定

昭和 48 年 10 月 6 日 第三種郵便物承認（毎月 1 回 1 日発行）（8） 2022 年 12 月 1 日 発行


